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登米市教育委員会１２月定例会議会議録 

会議の名称 平成３０年第１４回登米市教育委員会１２月定例会議 

開催日時 

 

 

平成３０年１２月２６日（水） 

午後 １時３０分 開会 

午後  時  分 閉会 

開催場所 登米市役所 中田庁舎２階 ２０１会議室 

教育長氏名 教育長 高橋 富男 

出席委員氏名 

 

 

 

委員 畠山 信弘 

委員 小野寺 範子 

委員 大久保 芳彦 

委員 佐竹 美香 

委員 須藤 勝子 

欠席委員 なし 

傍聴者 なし 

事務局職員氏名 

教育部長 大柳 晃（欠席） 

教育部次長 佐藤 嘉浩 

教育部次長兼学校教育管理監 及川 幸男 

教育総務課長 小林 和仁 

学校教育課長 遠藤 貞 

活き生き学校支援室長 菅原 栄夫 

生涯学習課長 日野 幸紀 

文化財文化振興室長 小野寺 和伸 

書記 教育総務課 課長補佐 佐々木 清晴 

議題 報告第１８号 一般事務報告について 

報告第１９号 
専決処分の報告について（平成３０年度登米市一般会計補正 

予算（第５号）に対する意見聴取について） 

議案第４３号 県費負担教職員の人事について 

  

  

  

  

  

会議結果 報告第１８号 承認 

報告第１９号 承認 

議案第４３号 決定 

  

  

  

  

  

  



- 2 - 

 

 

議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

高橋教育長 

 

小林教育総務

課長 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

畠山委員 

 

 

及川教育部次

長兼学校教育

管理監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（開会（午後１時３０分）） 

 ただ今から、平成３０年第１４回登米市教育委員会１２月定例会議

を開会します。開会時間は、午後１時３０分とします。 

 

前回までの会議録の承認を求めます。 

 

（１１月２２日定例会議会議録を説明） 

 

 

会議録の説明が終わりました。この内容についてご異議ありません

か。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご異議がないものと認め、承認することとします。 

 

会議録署名委員の指名を行います。 

私から指名してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、２番 小野寺委員、３番 大久保委員

にお願いします。 

 

日程第１、報告第１８号「一般事務報告について」を上程します。

「教育長の一般事務報告について」、私から報告いたします。 

 

（一般事務報告について、平成３０年１１月２２日から平成３０年 

１２月２５日までの会議・行事等への出席状況やその概要などについ

て、別紙資料１及び資料１-②に基づき報告） 

 

教育長の一般事務報告が終わりました。この件についてご質問はあ

りませんか。 

 

 ４番の登米市中学生いじめ問題を考えるフォーラムの成果をどのよ

うに考えているか、教えていただけないでしょうか。 

 

 登米市では夏休み中に小学生のいじめ問題を考えるフォーラムを開

催しておりますが、県教育委員会では参加対象を小学生と中学生を隔

年で開催し、本年度は中学生が対象となっております。 

市では、この県のフォーラムと違う内容ということで実施してきて

おります。 

 次年度の県のフォーラムは小学生が対象にあると考えておりました

が、来年度も中学生を対象に開催し、その内容を学校に持ち帰って広

めて、深めて、具体的な取組につなげ、その成果を次年度に持ち寄り

協議するという方向で考えているとのことです。 

 県のフォーラムには、市内４校で８名に参加していただき、その学

校では報告会が行われていると思います。 

今回の市のフォーラムでは、市内全中学校から各２名ずつ参加いた

だき、県のフォーラムの紹介と県と同じ内容のワークショップを行い

ました。 

また、この時期に開催した理由のひとつですが、生徒会の役員が３
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

及川教育部次

長兼学校教育

管理監 

 

 

 

 

 

 

 

 

畠山委員 

 

 

 

 

 

 

 

畠山委員 

 

 

 

 

 

 

日野生涯学習

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

畠山委員 

 

 

日野生涯学習

課長 

 

 

 

 

 

 

小野寺委員 

 

日野生涯学習

課長 

 

 

年生から１・２年生にバトンタッチされる時期で、新しい役員となり

ますが、その生徒会活動の中でも、いじめ防止や撲滅の活動を取り入

れてほしいということです。 

参加いただいた中学生は、生徒会役員ということもあり、きちんと

学校での取組、意見を発表していました。 

また、引率いただいた生徒会担当の先生方にもワークショップのグ

ループにサポート役として入っていただきましたが、指導する先生方

も今後に向けていい機会となったのではないかと感じております。 

 今後は、学校での具体的な取組に深めていってもらいたいと考えて

おります。 

 

 参加した生徒は、いじめを体験したことがないと思いますので、各

学校に持ち帰って具体的に深めてもらい、次年度にそれをまたバック

して話し合いを深めていくことはいいと思います。 

学校再編のアンケート結果を見ても、いじめのない学校環境を作っ

て欲しいという意見が上位にあります。親はいじめを心配していると

いうことですので、具体的かつ真剣に考えていくことは大切であると

考えます。 

 

 続けて、５番の若者交流活性化会議についてですが、登米市に不足

していることは、２０代などの若者への研修や啓発活動であると考え

ております。若い世代をしっかり捉えて活動を行い、登米市へ定着さ

せるということが必要かと思います。 

市長も高校生と懇談会で話し合いをしたということで、いいことで

あると思いますが、この会議には若者は出席したのでしょうか。 

 

 若者という範囲がどこまでか分かりませんが、最高齢が４０代後半 

となっております。また、委員はこちらでお願いした訳ではなく、公

募という形で、自分から応募いただいた８名ということで、それぞれ

志をお持ちの方々であると捉えております。 

これからの登米市をどうしていくかいうことと、自分たちを含めた

若者の定住、登米市から出て行った若者をＵターンさせる魅力のある

まちづくりはどういうものであるかを、若者の視点で意見をいただき、

その中で最終的に施策につなげていくものを引き出したいという考え

で立ち上げたものです。 

 

 この会議は、社会教育の青年活動の一環とした教育委員会事業なの

でしょうか。 

 

 最初は社会教育施設の空きスペースを活用し、若者が集える場が作

れないかとういうことで生涯学習課が担当となりましたが、実際に話

し合いをしてみますと、生涯学習課だけではなく、地域づくりの部分

から企画部の市民協働課の分野も入ってまいります。 

来年度は市民協働課の担当も会議に出席してもらいたいと考えてお

りますが、今年度については、生涯学習課で５回の会議を行うことと

しております。 

 

 若者交流活性化会議の女性委員の割合はどれくらいでしょうか。 

 

 女性委員は一人となっております。 

 子育てで忙しいということで、会議の日程はできるだけ参加いただ

けるようその女性委員さんに合わせて、金曜日の開催としております。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野寺委員 

 

日野生涯学習

課長 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

大久保委員 

 

 

日野生涯学習

課長 

 

小野寺委員 

 

 

菅原活き生き 

学校支援室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

大久保委員 

 

 

小野寺文化財

文化振興室長 

 

 

 

 

 

 

 委員８名は、どのような職業の方々なのでしょうか。 

 

 農業、会社員と様々で、肩書きは、郷土史研究会の事務局長さんや

ダンスサークルの代表、バイクサークルの会長さんなどです。 

 そのためか、いろいろな意見が四方八方から出されて事務局は取り

まとめが大変なところもありますが、５回目までにはその中から意見

を引き出したいと考えております。 

 

 第１回、第２回の会議では、まず、８人の委員さんがどういう考え

があるのかということで、教育委員会は聞き役になりました。 

また、公募ということで、男女の委員のバランスは考慮できません

でしたが、一人ひとりはしっかりとした意見を持っているようです。 

 もう少し話し合いを行いましたら、その内容を委員の皆さんに提供

したいと思います。 

 

ほかにご質問はありませんか。 

 

 委員は公募したということですが、８名の委員に選ばれずお断りし

た方はいますでしょうか。 

 

 そのようになって欲しかったのですが、応募された方はちょうど８

名でありました。 

 

 １２月の行事についてですが、土曜日等学習教室評価検証委員会の

内容について教えていただけないでしょうか。 

 

 ５月中旬から１２月上旬まで実施した内容につきまして、教育研究

所の萩田所長を委員長として、教頭先生２名、保護者２名等で構成し

ている委員会であります。今手元に詳細なデータはございませんが、

事業概要についてお話しいたします。 

 学習教室には、小中学生延べで約４，８００人の参加となっており

ます。昨年度は５，０００人を超えており、昨年度より約８００人減

少している状況ですが、子ども達のアンケートをみますと、「夏休みに

支援員の方々から個別に指導していただき非常に助かった」、「宿題も

分からないところを寄り添って教えていただき非常に助かった」とい

う結果が出ております。 

 逆に課題について委員の皆様からは、「子ども達は分からないとすぐ

聞いて、自分で調べようとしない。自分で調べるという習慣づくりが

必要ではないか」という意見をいただいております。 

 

 ほかにございませんか。 

 

 １６番の東北工業大学との連携協力協定についてですが、これから

何かの施策があり、その準備を進めていくということでしょうか。 

 

 東北工業大学との連携ですが、これまでは、覚書により歴史的建造

物の調査を行っていただいておりますが、それを引き継ぐ形で登米市

全域での協力をいただくということで市長と学長で協定を締結いたし

ました。 

具体的には、最初に関わりがあった津山町での特産品の開発を市全

域に広げていくということと、登米町の歴史的建造物の今後の可能性

について専門的見地から調査のお世話をいただくということです。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野寺文化財

文化振興室長 

高橋教育長 

 

 

 

須藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

佐竹委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

佐藤教育部次

長 

 

小林教育総務

課長 

また、登米町に限らず、登録文化財の申請・調査についても市全域

に広げていきたいということです。 

登録文化財の調査も市全域、特産品の開発も市全域に広げていくと

いうことで、具体的に進めるものという点では、これまでも覚書で行

ってきております登米町の歴史的建造物の調査となっております。 

 

追加の情報でありますが、３年くらい前から東北工業大学の建築学

の先生が年に１、２回学習会を開いております。現在のテーマは「ス

レート」となっております。その関係で７月頃に海老喜さんの建物８

棟が有形文化財の登録がされましたが、その建物は東北工業大学での

調査により登録になったようです。 

また、どんどん建物が壊されている中で、残っている建物をどのよ

うに残していくかということや構造物の研究結果について、一般の

方々を対象に公開講座を行っているようです。 

今回の協定の締結は、それらを行政が裏打ちする形のものであると

思っております。 

 

ほかにございませんか。 

 

いじめ問題のフォーラムですが、昨年、県のフォーラムに参加させ

ていただき、ワークショップにも子ども達と一緒に入り、話し合いを

しました。昨年の対象は小学生でしたが、こんなことまでよく考えて

いるんだと感心させられました。その話の中で、「いじめと思わない子

どもにいじめを伝えていくことが難しい」と言っている子ども達がい

て、意識が高いと感じました。 

その時に考えたことは、いじめに関して小学生は、成長段階におい

ても純粋に向き合えると思いますが、中学生はその段階が変化するの

で、フォーラムの中で、小学生と中学生の交流の場があってもよいの

ではないかと思いました。小学生は中学生の姿を見て、自分たちとの

考え方の違いに触れることも必要なのではないかと感じました。 

 

ほかにございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、報告第１８号「一般事務報告について」

は、報告のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、日程第１、報告第１８号「一般事務報

告について」は、報告のとおり承認することとします。 

 

日程第２、報告第１９号「専決処分の報告について（平成３０年度

登米市一般会計補正予算（第５号）に対する意見聴取について）」を上

程します。 

事務局から説明をお願いします。 

 

 （議案朗読） 

 

 

（議案内容を別添資料に基づき説明） 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

畠山委員 

 

 

小林教育総務

課長 

 

高橋教育長 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

小林教育総務

課長 

 

説明が終わりました。ご質問はありませんか。 

 

 議案書３ページで、「異議ない」旨、専決処分したとありますが、先

決処分した日はいつでしょうか。 

 

 １２月１４日付けで専決処分をし、回答しております。 

 

 

 ほかにご質問はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

ご質問がないようですので、報告第１９号「専決処分の報告につい

て（平成３０年度登米市一般会計補正予算（第５号）に対する意見聴

取について）」は、報告のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、日程第２、報告第１９号「専決処分の

報告について（平成３０年度登米市一般会計補正予算（第５号）に対

する意見聴取について）」は、報告のとおり承認することとします。 

 

日程第３、議案第４３号「県費負担教職員の人事について」を上程

します。 

議案第４３号は人事案件でありますので、登米市教育委員会会議規

則第８条第１項の規定により、秘密会とさせていただきます。これに

ご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、日程第３、議案第４３号につきまして

は、秘密会といたします。関係する職員以外の退席を求めます。 

 

（関係する職員以外は、退席） 

 

（秘密会） 

※議案第４３号「県費負担教職員の人事について」は、原案のとお

り決定された。 

※議案第４３号の議事は、登米市教育委員会会議規則第２５条によ

り、会議録に非記載。 

 

これから、午後２時３０分まで１０分間休憩することとします。 

 

 （休憩 午後２時２０分～午後２時３０分） 

 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

それでは、次回の教育委員会定例会議の開催日程についてお願いし

ます。 

 

 

次回は、平成３１年１月２３日（水）の午後１時３０分開催でお願

いしたいと思います。会場については、後日改めて通知いたします。 
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議題･

発言･

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の

他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

高橋教育長 

 

 

高橋教育長 

 

 

 

 

平成３１年１月２３日（水）に行うことにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、次回の会議の日程は、平成３１年１月

２３日（水）の午後１時３０分から行うことで決定します。 

 

午後２時３１分、閉会を宣言します。 

大変ご苦労様でした。 

 

 

その他 

 

以下の５件について、資料に基づいて事務局から説明し、内容を確

認していただきました。 

（１）「１１月の生徒指導状況について」 

（２）「平成３０年登米市議会１２月定期議会一般質問について」 

（３）「登米市立小中学校等再編構想（素案）について」 

（４）「登米市総合教育会議について」 

（５）「パークゴルフ場整備事業について」 

 

 

散会時間（午後３時２５分） 

 

 

上記記録は正確であることを認め、ここに署名する。 

 

                平成３１年  月   日 

会議録署名委員 

 

           委 員               ㊞ 

 

 

           委 員               ㊞ 

 

その他の概要 

 

（１）１１月の生徒指導状況について（菅原活き生き学校支援室長 説明） 

・資料４により１１月の生徒指導状況について説明を行う。 

 

（２）平成３０年登米市議会１２月定期議会一般質問について（小林教育総務課長 説明） 

・資料５により平成３０年登米市議会１２月定期議会一般質問について説明を行う。 

 

（３）登米市立小中学校等再編構想（素案）について（小林教育総務課長 説明） 

・資料６により登米市立小中学校等再編構想（素案）について説明を行う。 

 

（４）登米市総合教育会議について（小林教育総務課長 説明） 

・資料７により登米市総合教育会議について説明を行う。 

 

（５）パークゴルフ場整備事業について（佐藤教育部次長 説明） 

・資料８によりパークゴルフ場整備事業について説明を行う。 


